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ア ーテイストによって総合力と創造力を育む

建築学科1年次の造形演習

1、はじめに

建築学は、 学聞を理系・文系の2つに大別すること

が多い日本では理系とされることが多い。 しかし、 建

築意匠においては芸術や思想－歴史等の素養を欠くこ

とができない。 一方、 工学部にあることが多い大学の

建築関係学科には、高校時代に理系科目は学習したが、

文系科目や芸術科目をほとんど学んでいない学生が入

学してくる。 とくに芸術系科目は、 受験に必要な主要

5科目の位置付けからも外れるため軽視される傾向が

強い。 したがって、 大学における建築教育では、 芸術

系教育を、 学生はほとんどその素養がないことを大前

提にした上で、 早期に徹底して行う必要があり、 これ

をいかに行うかが重要な課題となる。

本稿は、 以上のような課題に対して大学1年生に対

して行う早期の芸術系教育に関わる 2012年の授業改

良の報告であり、 より具体的には複数の美術系アーテ

イストが参加する授業の効果についての報告である。

2. 対象とする授業1年次f造形表現」の位置付け

熊本大学工学部建築学科においては、 2年次から3

年次にかけて 「建築設計演習第一J ～「問第四」 のし、

わゆる設計製図の授業が、 4年次には卒業設計が用意

されていて、 その他の授業の学習成果を、 この設計演

習において自ら統合し一つの建築に結実させる、 正に

教育の根幹を成す授業としている。

今回授業改良の対象とした1年次後期開講の「造形

表現jは、 2年次以降の設計演習につながる造形演習

で、 建築教育にとって極めて重要な意味をもっ。

a. r造形表現』の授業内容

授業目標は、 建築で必要とされる造形能力を養成す

ることにある。授業の方法は、約60名の1年生（1学

年の定員57名、例年過年度生を含む）を3グループに

分け、 3種のプログラムを経験させる。 3種とは、 ①

CADを用いた造形、②模型製作や調査等、 その後の

設計演習への直接の繋がる演習、 ③基礎造形（デ
、
ッサ

ンや手を動かしてつくる造形演習） で、 各フ
。
ログラム

とも授業4固と講評会1回からなる。 本稿で報告する

のはプログラム③についての報告で、ある。

4、授業の問題点と改良のポイント

プログラム③の4回の授業では、 これまで第1回にデ

ッサン、 第2回以降では具体的なオブジェを等身大以

上の大きさで造ってきた。 授業担当は、 常勤の建築学
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科教員と美術大学彫刻科卒業で建築や造園にも通じた

アーテイストの非常勤講師であった。 これまでも一定

の授業成果をあげていたが、 改良すべき問題点として

次を考えていた。

イ．より興味を持てる課題とすること

ロ．より自由な発想を可能にすること
ハ．正解は1つではないと理解すること

そこで、2012年度後期の授業では、 これまで、の教員

に加えて、 美術大学油絵科卒業で、 パ フォ ーマンスや

イベントの経験も多いア ーテイストに参加してもらう

こととした。 イに対しては、 年少者を対象とした豊富

な経験をもっ新任のア ーテイストに新しい課題の設計

を依頼した。 ロに対しては、 彼の理解し易い斬新なア
ートの力で学生 の既成概念を打破できるのではないか

と期待した。 また、 ハについては教員3名の体制左な

ることで対応できると考えた。

新たな授業内容は、 第1回では、 これまで通りデ、ツ

サンを行うことにし、 第2回以降では造形課題「もの

のけの巣」を実施することにした。「もののけの巣」は、

学生がもののけのキャラクターを自由に想定し、 その

巣を工学部敷地内のどこかに設定して、材料・形状と

もに自由に造るという課題である。

実際には、 第2回の授業では、 まず構想を練っても

らった。 もののけのキャラクターやいかなる場面でそ

れが出現するか等のストー リ ーを考え、 巣をつくるに

相応しい場所を探すのである。 一方この回では、 アー

テイストがじしんの作品紹介をした。 何もいわないと

学生は塊のような作品を造り勝ちなので、 形のないパ

フォ ーマンスや広がりを感じさせる庭や自然の風で自

由に動く作品を見せた。 また、 アイデアを造りながら

考えることの重要性を強調し、 手を動かすことを促し

た。 次週までの宿題にはA3サイズの用紙に作品の構

想をスケッチ、 模型等を要求した。

第3回の授業は、 ひたすら作品の実制作を行うが、

学生を1人ずつに宿題であった構想を語ってもらい、

教員3人で、意見や感想の交換を行った。 教員が学生に

アドバイスはするが、まったく対等な立場で話し合い、

教員同士も意見を戦わせる。 また、 授業中の質問もい

つでも受付け同様に対応した。 そして、 このスタイル

を、 授業のどの回にも徹底させた。

講評会では、 写真撮影した作品をプレゼンさせたも






